
毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日
）

目

次

規

則

○
福
島
県
災
害
救
助
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

三
五
八

告

示

○
青
少
年
に
有
益
な
書
籍
と
し
て
推
奨
す
る
件

三
五
八

○
青
少
年
に
有
益
な
映
画
と
し
て
推
奨
す
る
件

三
五
九

○
土
地
改
良
区
の
定
款
の
変
更
を
認
可
し
た
件
二
件

三
五
九

公

告

○
土
地
改
良
区
の
役
員
が
就
退
任
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
件

三
五
九

福
島
県
公
安
委
員
会

○
福
島
県
警
察
の
組
織
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

三
六
〇

福
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

○
漁
業
法
に
よ
り
指
示
す
る
件

三
六
一

規

則

福
島
県
災
害
救
助
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
元
年
十
二
月
六
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

福
島
県
規
則
第
四
十
一
号

福
島
県
災
害
救
助
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
災
害
救
助
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
五
年
福
島
県
規
則
第
四
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
一
の
１
の
㈢
中
「
三
二
〇
円
」
を
「
三
三
〇
円
」
に
改
め
、
同
表
の
一
の
２
の
㈠
中

「
五
、
六
一
〇
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
五
、
七
一
四
、
〇
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
表
の
二
の
１
の
㈢
中

「
一
、
一
四
〇
円
」
を
「
一
、
一
六
〇
円
」
に
改
め
、
同
表
の
三
の
３
の
㈠
中
「
一
八
、
五
〇
〇
円
」

を
「
一
八
、
八
〇
〇
円
」
に
、
「
二
三
、
八
〇
〇
円
」
を
「
二
四
、
二
〇
〇
円
」
に
、
「
三
五
、
一
〇

〇
円
」
を
「
三
五
、
八
〇
〇
円
」
に
、
「
四
二
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
四
二
、
八
〇
〇
円
」
に
、
「
五
三
、

二
〇
〇
円
」
を
「
五
四
、
二
〇
〇
円
」
に
、
「
七
、
八
〇
〇
円
」
を
「
七
、
九
〇
〇
円
」
に
、
「
三
〇
、

六
〇
〇
円
」
を
「
三
一
、
二
〇
〇
円
」
に
、
「
三
九
、
七
〇
〇
円
」
を
「
四
〇
、
四
〇
〇
円
」
に
、
「
五

五
、
二
〇
〇
円
」
を
「
五
六
、
二
〇
〇
円
」
に
、
「
六
四
、
五
〇
〇
円
」
を
「
六
五
、
七
〇
〇
円
」
に
、

「
八
一
、
二
〇
〇
円
」
を
「
八
二
、
七
〇
〇
円
」
に
、
「
一
一
、
二
〇
〇
円
」
を
「
一
一
、
四
〇
〇
円
」

に
改
め
、
同
表
の
三
の
３
の
㈡
の
表
夏
季
の
項
中
「
六
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
六
、
一
〇
〇
円
」
に
、

「
八
、
一
〇
〇
円
」
を
「
八
、
三
〇
〇
円
」
に
、
「
一
二
、
二
〇
〇
円
」
を
「
一
二
、
四
〇
〇
円
」
に
、

「
一
四
、
八
〇
〇
円
」
を
「
一
五
、
一
〇
〇
円
」
に
、
「
一
八
、
七
〇
〇
円
」
を
「
一
九
、
〇
〇
〇
円
」

に
改
め
、
同
表
の
三
の
３
の
㈡
の
表
冬
季
の
項
中
「
九
、
八
〇
〇
円
」
を
「
一
〇
、
〇
〇
〇
円
」
に
、

「
一
二
、
八
〇
〇
円
」
を
「
一
三
、
〇
〇
〇
円
」
に
、
「
一
八
、
一
〇
〇
円
」
を
「
一
八
、
四
〇
〇
円
」

に
、
「
二
一
、
五
〇
〇
円
」
を
「
二
一
、
九
〇
〇
円
」
に
、
「
二
七
、
一
〇
〇
円
」
を
「
二
七
、
六
〇

〇
円
」
に
、
「
三
、
五
〇
〇
円
」
を
「
三
、
六
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
表
の
六
の
１
中
「
半
壊
し
、
又

は
半
焼
し
た
者
で
あ
つ
て
」
を
「
半
壊
、
半
焼
若
し
く
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
程
度
の
損
傷
を
受
け
」
に
、

「
で
き
な
い
も
の
」
を
「
で
き
な
い
者
」
に
改
め
、
「
当
該
住
家
に
」
を
削
り
、
「
困
難
で
あ
る
も
の
」

を
「
困
難
で
あ
る
程
度
に
住
家
が
半
壊
し
た
者
」
に
改
め
、
同
表
の
六
の
２
中
「
五
八
四
、
〇
〇
〇
円
」

を
「
次
に
掲
げ
る
額
」
に
改
め
、
同
表
の
六
の
２
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

㈠

次
に
掲
げ
る
世
帯
以
外
の
世
帯

五
九
五
、
〇
〇
〇
円

㈡

半
壊
又
は
半
焼
に
準
ず
る
程
度
の
損
傷
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
世
帯

三
〇
〇
、
〇
〇
〇

円

別
表
第
一
の
八
の
３
の
㈡
中
「
四
、
四
〇
〇
円
」
を
「
四
、
五
〇
〇
円
」
に
、
「
四
、
七
〇
〇
円
」

を
「
四
、
八
〇
〇
円
」
に
、
「
五
、
一
〇
〇
円
」
を
「
五
、
二
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
表
の
九
の
３
中

「
二
一
一
、
三
〇
〇
円
」
を
「
二
一
五
、
二
〇
〇
円
」
に
、
「
一
六
八
、
九
〇
〇
円
」
を
「
一
七
二
、

〇
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
表
の
十
一
の
４
の
㈠
中
「
三
、
四
〇
〇
円
」
を
「
三
、
五
〇
〇
円
」
に
改
め
、

同
表
の
十
一
の
４
の
㈡
中
「
五
、
三
〇
〇
円
」
を
「
五
、
四
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
表
の
十
二
の
２
中

「
一
三
五
、
四
〇
〇
円
」
を
「
一
三
七
、
九
〇
〇
円
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
福
島
県
災
害
救
助
法
施
行
細
則
の
規
定
は
、
令

和
元
年
十
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
災
害
対
策
課
）

告

示

福
島
県
告
示
第
四
百
二
十
八
号

福
島
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
（
昭
和
五
十
三
年
福
島
県
条
例
第
三
十
号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
よ

り
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
図
る
上
に
お
い
て
有
益
な
書
籍
と
し
て
、
次
の
も
の
を
推
奨
す
る
。

令
和
元
年
十
二
月
六
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

───────────────────────────────────────────────────────────
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推
奨
番
号

名

称

制
作
者
又
は
配
給
者

備

考

二
五
八

カ
タ
カ
タ
カ

作

リ
ン
・
シ
ャ
オ
ペ
イ

推
奨
対
象

幼
児
及
び
小
学
生

タ

お
ば
あ

訳

宝
迫
典
子

（
低
学
年
）

ち
ゃ
ん
の
た

発
行
所

株
式
会
社
ほ
る
ぷ
出

か
ら
も
の

版

二
五
九

み
ず
と
は
な

作

か
こ
さ
と
し

推
奨
対
象

幼
児
及
び
小
学
生

ん
じ
ゃ
？

絵

鈴
木
ま
も
る

（
低
学
年
、
中
学
年
）

発
行
所

株
式
会
社
小
峰
書
店

二
六
〇

み
ん
な
た
い

構
成
・
訳

東
菜
々

推
奨
対
象

小
学
生
（
中
学
年
、

せ
つ

世
界

写
真

渋
谷
敦
志

高
学
年
）
及
び
中
学
生

人
権
宣
言
の

発
行
所

株
式
会
社
岩
崎
書
店

絵
本

二
六
一

あ
ふ
れ
で
た

著
者

寮
美
千
子

推
奨
対
象

中
学
生
、
高
校
生
、

の
は
や
さ
し

発
行
所

株
式
会
社
西
日
本
出

青
年
及
び
一
般

さ
だ
っ
た

版
社

奈
良
少
年
刑

務
所

絵
本

と
詩
の
教
室

（
こ
ど
も
・
青
少
年
政
策
課
）

福
島
県
告
示
第
四
百
二
十
九
号

福
島
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
（
昭
和
五
十
三
年
福
島
県
条
例
第
三
十
号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
よ

り
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
図
る
上
に
お
い
て
有
益
な
映
画
と
し
て
、
次
の
も
の
を
推
奨
す
る
。

令
和
元
年
十
二
月
六
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

推
奨
番
号

名

称

制
作
者
又
は
配
給
者

備

考

二
六
二

あ
の
日
の
オ
ル
ガ
ン

製
作

二
〇
一
八
「
あ
の

推
奨
対
象

小
学

日
の
オ
ル
ガ
ン
」
製
作
委

生
（
中
学
年
、
高

員
会

学
年
）
、
中
学
生
、

配
給

ジ
ャ
パ
ン
・
ス
ロ
ー

高
校
生
、
青
年
及

シ
ネ
マ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

び
一
般

（
こ
ど
も
・
青
少
年
政
策
課
）

福
島
県
告
示
第
四
百
三
十
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
伊
達
西

根
堰
土
地
改
良
区
か
ら
令
和
元
年
十
一
月
二
十
一
日
付
け
で
申
請
の
あ
っ
た
定
款
の
変
更
に
つ
い
て
、

同
月
二
十
七
日
認
可
し
た
。

令
和
元
年
十
二
月
六
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

（
農
村
計
画
課
）

福
島
県
告
示
第
四
百
三
十
一
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
棚
倉
町

土
地
改
良
区
か
ら
令
和
元
年
十
一
月
十
四
日
付
け
で
申
請
の
あ
っ
た
定
款
の
変
更
に
つ
い
て
、
同
月
二

十
七
日
認
可
し
た
。

令
和
元
年
十
二
月
六
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

（
農
村
計
画
課
）

公

告

公
告
第
百
四
十
九
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
土
地
改
良
区
の
役
員
が
退
任
し
、
及
び
就
任
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
元
年
十
二
月
六
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

土
地
改
良
区
の
名
称

小
田
高
原
土
地
改
良
区

退
任
し
た
役
員

役
別

氏
名

住
所

理
事

大
川
原

謙
一

喜
多
方
市
慶
徳
町
山
科
字
巻
三
三
六
七
番
地

同

大
竹

紀
歳

同

市
慶
徳
町
山
科
字
山
崎
三
三
〇
七
番
地

同

大
川
原

義
男

同

市
慶
徳
町
山
科
字
巻
三
四
〇
三
番
地

同

村
山

修
一

同

市
慶
徳
町
山
科
字
巻
三
三
六
〇
番
地

同

村
山

純
一

同

市
慶
徳
町
山
科
字
巻
三
三
六
三
番
地

同

小
澤

千
秋

同

市
慶
徳
町
山
科
字
山
崎
三
二
七
五
番
地

同

小
澤

清
昭

同

市
慶
徳
町
山
科
字
山
崎
三
二
六
七
番
地

同

齋
藤

邦
雄

同

市
慶
徳
町
山
科
字
巻
三
三
五
八
番
地
一

同

湯
浅

仁
美

同

市
塩
川
町
大
田
木
字
上
屋
敷
二
八
番
地

───────────────────────────────────────────────────────────
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同

加
藤

博
文

同

市
慶
徳
町
山
科
字
巻
三
三
四
八
番
地

同

富
岡

昭
一
郎

同

市
慶
徳
町
山
科
字
二
渡
三
一
六
一
番
地

同

大
川
原

康
幸

同

市
慶
徳
町
山
科
字
巻
三
三
九
八
番
地
一

監
事

山
崎

修
己

同

市
慶
徳
町
山
科
字
山
崎
三
二
八
七
番
地

同

加
藤

勝

同

市
慶
徳
町
山
科
字
巻
三
三
九
〇
番
地
一

就
任
し
た
役
員

役
別

氏
名

住
所

理
事

大
川
原

謙
一

喜
多
方
市
慶
徳
町
山
科
字
巻
三
三
六
七
番
地

同

大
川
原

義
男

同

市
慶
徳
町
山
科
字
巻
三
四
〇
三
番
地

同

大
竹

紀
歳

同

市
慶
徳
町
山
科
字
山
崎
三
三
〇
七
番
地

同

村
山

修
一

同

市
慶
徳
町
山
科
字
巻
三
三
六
〇
番
地

同

村
山

純
一

同

市
慶
徳
町
山
科
字
巻
三
三
六
三
番
地

同

小
澤

千
秋

同

市
慶
徳
町
山
科
字
山
崎
三
二
七
五
番
地

同

加
藤

博
文

同

市
慶
徳
町
山
科
字
巻
三
三
四
八
番
地

同

湯
浅

仁
美

同

市
塩
川
町
大
田
木
字
上
屋
敷
二
八
番
地

同

小
澤

清
昭

同

市
慶
徳
町
山
科
字
山
崎
三
二
六
七
番
地

同

加
藤

勝

同

市
慶
徳
町
山
科
字
巻
三
三
九
〇
番
地
一

同

大
川
原

康
幸

同

市
慶
徳
町
山
科
字
巻
三
三
九
八
番
地
一

同

高
橋

朋
博

同

市
慶
徳
町
山
科
字
山
崎
三
二
五
一
番
地

監
事

眞
壁

康
範

同

市
慶
徳
町
山
科
字
山
崎
三
二
四
九
番
地

同

齋
藤

邦
雄

同

市
慶
徳
町
山
科
字
巻
三
三
五
八
番
地
一

（
農
村
計
画
課
）

福
島
県
公
安
委
員
会

福 島 県 警 察 の 組 織 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。
令 和 元 年 12月 ６ 日

福 島 県 公 安 委 員 会 委 員 長 森 岡 幸 江
福 島 県 公 安 委 員 会 規 則 第 ８ 号

福 島 県 警 察 の 組 織 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則
福 島 県 警 察 の 組 織 に 関 す る 規 則 （ 昭 和 32年 福 島 県 公 安 委 員 会 規 則 第 ９ 号 ） の 一 部 を 次

の よ う に 改 正 す る 。
別 表 第 ２ 郡 山 北 警 察 署 の 部 喜 久 田 駐 在 所 の 項 中 「 郡 山 市 の う ち 喜 久 田 町 」 の 次 に 「 、 東

原 一 丁 目 、 東 原 二 丁 目 及 び 東 原 三 丁 目 」 を 加 え る 。
附 則

こ の 規 則 は 、 令 和 元 年 12月 ７ 日 か ら 施 行 す る 。
（ 警 務 課 ）
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福
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

福
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
指
示
第
三
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
六
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
ひ
ら
め

の
保
護
増
殖
を
図
る
た
め
、
ひ
ら
め
の
採
捕
等
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
指
示
す
る
。

令
和
元
年
十
二
月
六
日

福
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

会
長

新

妻

芳

弘

一

指
示
の
内
容

１

福
島
県
海
面
に
お
い
て
、
全
長
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
未
満
の
ひ
ら
め
は
、
採
捕
し
て
は
な
ら

な
い
。
た
だ
し
、
試
験
研
究
機
関
等
が
試
験
研
究
の
た
め
採
捕
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

漁
業
を
営
む
者
又
は
水
産
動
植
物
の
販
売
若
し
く
は
加
工
を
業
と
す
る
者
は
、
１
の
規
定
に
違

反
し
て
採
捕
さ
れ
た
ひ
ら
め
又
は
そ
の
製
品
を
所
持
し
、
販
売
し
、
又
は
加
工
し
て
は
な
ら
な
い
。

二

指
示
の
有
効
期
間

こ
の
指
示
の
有
効
期
間
は
、
令
和
二
年
一
月
一
日
か
ら
同
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
。


